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アジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会(CCOP)

第8回会合に参加して

1.はじめに

国連アジア極東経済委員会(エカフェ)のアジア沿海鉱物資

源莱簿探査調整黍蔓会(むC鯉)は昭和4!年その第至回会

議をフィジピンのマニラで鰯艦して以来政府間俸業委

貴会として諾先進霞の援助により東アジアの大陸棚の地

質の解明と海底鉱物資源とくに石油の賦存可能性の探

査ぽ成果を上げ各方繭から注費されるようになった紅一

第磐回の会合が再びフィジピンのマニラで贈穐凶年

7男δ…≡…から五6員凌で闘イ崔ぎ壌父た｡このうち7月7篇

から五蝸までは技競諮闘グルｰプ嚢議(饗雛虹重漉蔓

底賊馳曙艶鋼拶)で技術的問題の検討を帝心とし

て特赦われ隻蝸以降添攻府代表としての会議であった

か実際には出席者も全く同じで内容的にも重複して

討議か行政われた場合もあった

員本代表団は代表佐野(筆者)代表舵愛藤

咲浩二氏て在兇費本大使館一誓書記官)および杉山洋二

氏(外務省経済局国際資源室)代表団扇闘加藤正

和博士(石満開発公団技術部技術課長)および薮忠平鱒

士(石油資源開発株式会社物理探鉱部次長)という構成

であった､今回はとくに芥務省から杉山氏が出席され

わが国かいかに｡c③蔓を重複しているかについて参加

者に感銘を与乏だ.

加盟各国の首席代表は事国(台湾)鉱1⊥漏長

佐野凌一

Mr.PATz酬Wuインドネシア地質調査所長

Mr.Jo肌NNAsクメｰル(カンボジナ)鉱山局長ML

S眺械出鵬鯛韓園地質調査所地質部長Mr･

弘雛恥U蓬1マレｰシア地質調査所次長Dr1

弘搬搬息搬鵬フィリピン｡鉱山局長概夏凸亙及

醐姻晩､&遷鵬醐鮎｡此へ鈴ナム国家看瀬会議事

務局次長脈凸伽盗蝿h蕊参イ鉱物資源局鉱

床地質部長脇圭s滅鰯笈畑棚鵬醜⑳蔑であった｡

先進国からの轄劉顧闘として牢ヨ双翫拠醜鯛皿

(イキジス夏鵬室呈耐eofG艶至曙呈ζ慧王sc呈甑あ馨)Dむ耳.

o.亘鯛班(アメジカ町⑩壷s貫⑰姑｡鎚鋤｡駅鐙皿張｡In･

･蝉触)脱党且G艇･(㍑ツ取紙L鮎班S･

泣OS)早州正巳博士(員本東海大学)廠･脱M加

蓋蝸酊(フランス豆L頁丑更AP)班篶L∴αN跳鯛s(オ

∵ストラリア遷雌餐搬誠舷量税獺至双欝膏滋夏｡鑓)D貫.A.

G.O醐嚇肌篶鵬(フランス産業環境鉱凶局)D篶F一

触販亙.H.W鐘㎎(アメリカuS.康ぬ幽凄至S雌耽y)､

が出席した.またスンダシェルフにおけるブ湾ジェ

クトに関係してD室.B.RDA駆(イキジスImperial

Co11ege)が出席した､

エカフェ事務局から産業天然資源部次長阯

C.Y.む鉱物資源開発課長晦｡L双S螂獄同

会議場(W帥添1レ)

周本インド率シアおよび中国(育携)グ)代畿鰯

およびエカフェ壌務局口)一部が兇える�



一21一

次長Mr.NS.F眺跳NDEz同課員

Dr･P･KYAwMY豆蛆沿海探査地

域顧間Dr.O.KAP甲肌肥y醐(西

独地質調査所より出向中)および

日本政府派遣専門家佐藤良昭博

士(地質調査所員)が出席した.

2.最近の調査活動の状況

CCOPの調査プロジェクトに関

係して今回の会合に提出された報

告あるいは速報はまずCCOR

のT㏄鮎｡①亘馳H醐n第4巻

にげいされた論文として

特別熊鵜(濠)賊τ.跳狐覧燃と雛紫(繭太;砕洋(=CO蔓閥鰯こ})いて脇謝拝)

◎朝鮮半島沖合室中磁気探査の結果

の解釈

○台湾海峡の表層堆積物の有孔虫の分布

○フィリピン篤II地域(ルソン島南部一ミンドロ島)的の空卿

磁気探査の結果

◎メコンデルタ室中磁気探査結果の解釈

◎南シナ海およびスンダシェルフ北部の音波探査および船上磁

気探査等広域概査の報告

◎マラッカ海峡の海底堆積物の編集図

○ボルネオｰマレｰ半島間の大陸棚の海底堆積物あ調査および

船上磁気探査

○フィリピン(ルソンミント江およびバナｰヂ)の堆積姶ダ)分

析特に含水炭素の含有量

があ聾文書として提出された速報は

む韓腫笈y蜘曇湾音波探査および船上磁気探査

○韓国西媒中部沖音波探査および船上磁気探査

○フィリピン第皿地域(パラワン島周辺)空中磁気探査結果解

釈

◎スンダシェルフのN銚m螢諸島南西屈折地震探査およびNa一

室醐a-TiOma口諸踏周辺音波探査

についてであった.

また会議の最終目にジャワ海における船上磁気･

船上重力および音波探査等の広域概査を終わってマニラ

に到着した特別顧問(アメリカ)Dτ.K,O.E曲iERYか

ら調査船上でとりまとめた調査結果の報告および南シ

ナ海北部での既存の音波探査結果のまとめの報告が行な

われた.

cc鵬の活動と直接関係はないが

◎フィリピンのパラワン島北部沖およびボルネオ陸棚北東詐11に

おけるPhi1三PPine-OverseasDriningandOi1Deve1opment

Corporationによる海上物理探査

○日本における海上物理探査のリスト(国外における活動を含

む一H召和班年連月より昭和46隼3肩塞で)

○員本地質調査所の海洋地質関係の活動

○フィリピンこおける企業による石滴の探鉱活動概況

Cずンドネシァにお/プる企業による肩滴の探鉱活動概況

に関する報告が文書で提出された.

特別顧闘(フランス)脈｡脱M洲GUYはCCOPの

丁磁曲釦馳脹童丘n第3巻に東アジア大陸棚の地域

地質と石油への期待と題する論文と華に発表した東

アジア大陸棚周縁部の第三紀堆積盆地の分布図の改訂版

を今回の会合に提出配付した.

cc艀の五つの大きな活動の分野である枠層重鉱物の

調査については昭和4445および46年にオｰストラジ

ァ政府によってCCOP加盟各国へ派遣された専門家

Mr.且H.MAcD0N蛆Dの膨大な報告書がオｰストラ

リア鉱物資源局次長Mr.L.C.NoA胴sによる海底鉱

物資源ド関する総括的論文およびマラヤ大学教授

Dr.K-F.G,HosK1船による東南アジアの海底錫鉱床

に関する総括的論文とともにCCOPのエ㏄hnica1馳11一

･tin第5巻としてCCOPの技術泰務局によって印刷

された.Mr.MAcD0NAmの報告は砂層重鉱物の探鉱

および開発に関する一般的記述と調査および指導に当

った各国の鉱床に関する記載とを含むものである.

砂層重鉱物についてはそのほかに

○韓国東海捧沿樟海浜漂砂鉱床試錐概査

○韓国西海崖Asan湾砕暦重鉱物試錐予嚇調査

○韓国酉海康Asan湾砂金鉱床試錐予備調査

○西マレｰシア東灘津沖海底堆積物の地球化学的研究

○インドネシアにおける含チタン砂鉄の開発

○インドネシアにおける漂砂鉱床の探鉱の目標

○インドネシアBangk包遣竃至麦汰篶磐およびSingkep諸島地�
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域の錫鉱調査

◎台湾における砂層重鉱物の研究の概況

◎台湾の砂層重鉱物の処理に関する研究の概況

○フィリピンLingay㎝湾の砂鉄鉱床の調査

◎ベトナムにおける砂層重鉱物を含む海浜砂の概査

に関する文書が

た.

加盟各国および鰯I顧問から琵出され

海底鉱物資源および開発に関する新技術の適用につい

ては各特別顧間から先進諸国における関連技術の開発

と適用について報告がなされたほか技術事務局から

昭和46年4月δ一1師トリニタットトバゴで国連資

源運輸部の主催で開かれた大陸棚の鉱物資源の麗発に関す

る地域間セミナｰに提出された海底固体鉱物資源に関

する3つの論文

◎海域における生産の方法と技術(固体鉱物)

◎より深い海への移行一海洋技術の発展と展望�
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◎海底固体鉱物の開発の経済学

のコピｰが配布された､

またフランスの特別顧間から

｡FLEXICHOC新しい海上地麓探査用震源

◎北海に作られた1書000,000バレル原油貯蔵タンク

◎海上地震探査用震源の比較研究

1こ関する報告が配付された｡また中国(台湾)代表

は台湾で宝石さんごの採集のため西独から輸入した潜

水艇を利用していることを報告した.

&今後の調査計画

CC艀の調査活動により東アジアの大陸棚の地質の

フレｰムワｰクがかなり明らかにたってきた.すたわ

ち黄海から東支那海および南シナ海中部からスンダシ

ェルフ北部およびシャム湾に至る地域ならびにジャワ

海において行なわれた間隔五00k㎜程度の側線による音

波探査および船上磁気探査の広域概査および黄海およ

び朝鮮海峡から東シナ海北部および台湾海峡からバシ

ｰ海峡北部に至る地域ならびにフィリピンのパラワン

島周辺において行たわれた空中磁気探査の概査によって

これらの地域の堆積層(主として第三紀層と推定される)

の分碗基盤の大まかな形状と構造要素の分布ならびに

方向性次ど躯弱らかにたった.これらの広域調査のあ

るものは地質的に全く未知の地域についての新しい情

報として石油企業の強い関心を呼びおこし関係国は

その国の管轄権カミおよぶ大陸棚において探鉱開発の権利

を企業に与えまたは与えようとしている.またあ

る地域については石油企業が利権を得た後で調査が実

施されたが企業によって実施される局限された地域で

の精密な調査とは全く異なリ広い地域の地質構造を把

握するものであって鉱業権者およびか牝らを監督する

立場にある関係国の鉱業関係機関にをっても有益な資料

を提供した｡またCCO疋による調査緒栗は晦魂ホ

6墨亘腕ile伽たどを通じて公表され縛科学的放見地か

らもこの地域に刻する大きな貢献である由

このように東アジアの大陸棚の地質構造についての知

識が集積されてきたポなお幾つかの地域では広碑の地

質構造の観点による調査カ主行肢杉れてい放い苦たとえ

ばマラッカ海峡およびその北廼の地域は｡c鯉が鐙

先的に広域調査のプロジェクトとして取上げる必要があ

ることが認識され同本が｡む鍍紀瀞する援助をして

空中磁気探査の概査を実施するよう期待されている､

東アジアの大陸周縁部はいくつかの島弧のっながり

と撤在する小海盆によって特徴ずけられている.近年

海底拡大説が次第に研究者の支持を得るようにたり

プレｰトテクトニクスによって大陸周辺部さらに大

陸内部の地質構造の成因を説明しようとする試みがさか

んに行なわれるように次ったが東アジアの大陸周縁部

においても大陸棚以遠あるいは小海盆についての地質

学的1地球物理学的研究を推進する必要があリまた

すでにCC腿のプ浜ジェクトとして実施されている

酉マレｰシア東岸沖の屈折地震探査のようだ大陸棚およ

びそれ以遠での地殻構造の研究を続行することが強く希

望される.他の比較的複雑な構造の地域としてたと

えばヨｰぱツバ軸アジアおよびアフジカ大陸にかこまれ

た地中海において数多くの地球物理学的調査が行たわ

れ地域的在構造地質の研究が行なわれているが海底

拡大説がいちじるしい成果をあげた大酉洋東太平洋お

よぴそれらの沿岸地域と異たり複雑な島弧の配列を示

す東アジァ特にその南部においてはプレｰトテク

トニクスの単純た適用ほ困難であって現在のこの地域

の地質構造を理解するためには現在活動しているプレ

ｰト活動が終わりに近づいているあるいは駆に消減

したプレｰトを考える必要がありさらに新しい概念の

導入も要求されるかも如れない､いずれにしても東

アジァ地域の地質構造をより深く理解するために大陸

棚以遠の海域を含む基礎的汰調査研究が必要であ1)こ

のようた研究の結果によって鉱物資源の賦存について

の薪しい予測が可能になることも期待さ叙る､

今回の会含では上記のように基礎的抵海洋地質学1

地球物理学的調査研究を推進することが強調されたほか

に加盟各国の地質調査機関がなるべく独カで国別プ回

着かもイン牌シア地質鯛盗所媛総､紬鮒搬燃(劇畿媛)難着鋳層鰯

閥ζ糞)服.砒Lむ箆鮒箆肌(技嫡諮閥ダ〃一プ会畿畿畏)ヱカフエ鰺薬天然

資瀬翻次挺戊.u(賢堆伐表塾務篇⑳穀篭源案に異議を申し立て協議申)�
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ジェクトを実施しようとする意欲を示したことが注目さ

れた.中国(台湾)および韓国は既に陸上の地質調査

および鉱物資源探査に関してかなり高いレベルにあるこ

とを示しているが最近米国政府から約90ト500トンの

舟艇か海洋調査専用船としてそれぞれ台湾大学海洋研

究所および韓国地質調査所に映写されこれに応じて各

種の調査用機器を購入して独力で海洋地質地球物理調

査を行なう態勢を整備しつつありまた衆国あるいは西

独の専門家の指導を受けて調査研究を実施している.

両国はそれぞれ周辺海域における調査計画の概略を文書

により提出したがいずれも大陸棚以遠におよぶ調査研

究をも計画している.とくに中国(台湾)は台湾隣

接海域の海洋底下の活動が台湾島の生成およびこの地域

の鉱物資源の賦存に密接な関係があると考えられるので

フィリピン海次どの深海底の調査の実施を積極的に計画

している.

インドネシアはかつて冒本から供与された約700ト

ンの水路調査船をむCO盈のプロジェクトに活用してお

り英国の専門家のサｰビスおよび器材により調査が行

なわれた､また国営錫企業に国連から供与された音

波探査装置の活用を考慮している｡フィリピンは最

近鉱山局に海洋地質部門を設立するための国連の援助が

認められ専門家のサｰビス器材などが供与されるこ

とになったがさらに独力で購入する機器と先進国の援

助械肢て周週海域で調査を行たう計画を立てその

概略を文書で提出した･また有イ鉱物資源局は浅層

用音波探査装置を購入しエカフェ事務局専門家の指導

で調査を行肢っている.その他の加盟国も調査用機

器が供与あるいは貸与されれば調査船を自国内で用意

して比較的小規模な国別プ減ジェクトを実施したいと

希望している.

このようた情勢を反映してCCORの設立の当初から

計画されていた機器プｰルの考えが詳しく議論され

た｡機器プｰノレは加盟国が1順番で海上物理探査用機

器を使用して調査を行なうことができるようにこれら

の機器を保有する組織であるが機器を異なった機関の

間で転送して使用するとこは保守保管について問題が

多く現実的でないという意見が強くだされた.しか

し調査用機器を共同して利用するという概念を捨てる

べきではたいのでCCOP諸国での調査用機器の需要状

況を明らかにするために加盟国が向こう2力年の詳細

な調査計画をたてることが勧告された.このよう改具

体的な計画を明らかにすることによって先進国から援

助を受けることも容易に在るであろう｡

4.長期的な活動の方針

前にも述べたように東アジアの大陸棚の大半におい

て既にCCOPの広域概査が実施されまた石油の鉱業

権に関しても中国(台湾)韓国インドネシアク

メｰノレ(カンボジア)マレｰシアフィリピンおよ

びタイの諸国ほその管轄権のおよぶ大陸棚の大部分の

地域において企業に石油の探査または開発の利権を与

.えている.CCOPが広域概査を行たうべき地域はまだ

残されており国別の比較的小規模抵プ轡ジェクトはむ

しろ緒についたばかりであるが長期的観点からCCOR

が今後どのようた方向に活動を進めたらよいかを検討す

る時期にあたっていることは明らかである.

εCOPの活動を拡大する方向にはエカフェ地域の範

囲内で加盟国を増加させてインド洋あるいは南太平

洋の諸国の大陸棚の領域に活動をおよぼすことと調査

範囲を大陸棚からそれ以深の大陸斜面大陸隆起さら

に深海の地域にまで広げるこ

ととカミ考えられる､

すでに昭和43年にイン

ド洋沿岸地域においてCCO乎

と同じような組織をf乍ろうと

いう会合が持たれたことがあ

ったがインド洋沿岸諸国の

外交関係は必ずしもこのよう

な政府間機構の結成を許すほ

ど良好ではない､

また東アジア地域とイン

ド洋地域とは地理的あるいは

地質的にも別けて考乏た方が

淫ψ1㌻大搬窪一欝畿舵叡玉鱈滋糾｡舳洲;)

(地筑紬搬〒からCC02楽務燭へ鮒紗1i)

佐藤輿溜馴干竈家�
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よいという意見も強い.

一方南太平洋とくに赤道から南オｰストラリア

およびニュｰシｰラ1■ドから北に点在する諸離島は最

近独立してエカフェの加盟国または準加盟国となった

がとくにフィジｰは昨年末南太平洋地域にCCOP

と同様な沿海探査の調整機構を作るこ1とを提唱している､

わカ幅は南太平洋諸国か現存のCCOPの機能と経

験とを十分利用できるようにまたエカフェ事務局が2

つのCC艀ために二重の労力を浪費することが愈いよ

うに南太平洋に新しいCCO曾を別に創立しか/で

現在のCC艀の地域を拡大してこれらの諸国が加盟出

来るようにすることが望ましいと考えている.南太平

洋地域の先進国で現在のCCORの会合に特別顧問を派

遣しているオｰストラジアも同じよう汰考えをもってお

りその他の先進諸国から派遣された特別顧問もこの考

え方に賛成であった.しかし今回の会合ではまだ

南太平洋譲国の窟,懇がはっきりしていなかったばかりで

恋く日本以外の加盟国政府では検討していなかったの

でこの問題についての結論は出されていない.

一方CC服の調査活動の領域を大陸棚以遠に拡大する

ことは前節3.でも述べたようにこの地域の地質構

造を理解するためにきわめて重要である.しかし大

陸斜面あるいは深海底における海底資源の開発について

先進諸国でいろいろの研究が行恋われているけれども

もし｡c艀の加盟国が深海底鉱物資源や大陸棚以遠の

石油資源の開発による経済的利益を想定するたらば時

期尚早であるばかりでなく現在国連において討議申の

海底平和利用に関する条約が出来るまで大陸棚以遠の

海底鉱物資源の開発(eXp王〇三官atiOn)は行たわないという

国連の決議に矛盾する.したがって大

陸棚以遠の調査の実施については十分た往

年7月よりはじまる王973財政年度よりCCO炉の活動に

嚇する協力として海洋地質に関する基礎的調査研究を

実施する可能性があることを表明した.Dr.WムNGの

説明によれば亙皿脇の調査計画は鉱物資源探査を直接

の目的とし汰い純粋に基礎的な研究であって特に石油

の鉱区が与えられているところではいわゆる基盤の研

究は認められず海底面付近の研究および地殻一マント

ノレ構造の研究のみが計画に含まれる.したがってた

とえば地球物理学的方法の適用にある制限が加えられる

ことにたるであろう.この提案に関連して次のよう

次基礎的た調査研究ブ浜ジエクトが提案された｡

○朝鮮半島の東縁および隣接する1｣本海海盆における地形学約

および構造地質学的研究

○台湾および北部ルソン島の東緑および隣接するフりビン海

における地殻構造の研究

○南部台湾からフィリピンに至る南シナ海海盆の東縁における

地形学的研究

○スンダシェルフ北部の地形学的研究および南シナ海海盆の南

部とジ)憐造上の関係の研究

○セレベス海からスル海を経て南シナ海に至る地域の地殻構造

の珊究

○マラッカ海峡からアン.ダマン海に釜るスンダシェルフの西縁

ジ)地形学約および構造地質学的研究

ただしこれらのプロジぶクドはまだ十分た検討を経

たものでたいのでCCO平の作業プログラムには含蒙れ

ていない.

東アジア地域の海洋地質学1地球物理学的研究あるい

は鉱物資源に関する資料を収集し編集図を作ること

はCCOPの重要な泰裳と考えられてきたが実際には

意が必要であるが国連の決議においても

大陸棚以遠の探査(explor置ti㎝)は推進さ

れるべきであると述べられている通り

CCO里が国連の下部機構として基礎調査を

行たうことを妨げるものではたい.

大陸棚以遠の海域を含む調査研究に関連

して特別顧間Dr.FR洲1(F.H.WANG

を通じてアメリカ地質調査所は昭和43

年当時のアメリカ大統領LYNDONJOHNs0N

が提唱し王97王年より実施に移されている

亙nter犯atio皿勉1De6&萱琶⑰愛⑪竈琶a皿Ex･

p1oratio皿(mOE)の一部としてCCOP

と協力して東アジア地域において1973

右から湘部駐比帥吠/変ユ男フエ鉱物資源㈱発i灘帳泌亙一STAc11焚稼五臓鰐ξ1段至Co晦駿

(L㈱轟｡n)Dr.D洲童更(インド山身)(Armyanδ双鮒yαubでσ洲本大i災主帷レ他ヅシ

ョンにて)�
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技術事務局で毎年石油鉱区図が作成されでいるにすぎ枚

い｡地質学および地球物理学関係の編集図の作成を実

現するために.各国の関係機関が国別の編集図を作成し

技術事務局で2,500.O00またはδ茸◎00号000の1の図面に

仕上げることが考えられる古現在ある程度資料が蓄積'

されているものとして

◎大陸棚の海底堆積物の分布図

◎東アジア沿津地域および海壊の重力団

◎大嬢棚の地域地質および堆積盆地図(はじめに前完新世地下

繭図の作戌)

◎陸域および海域の砕屑重鉱物鉱床分亦起原に関係する沿耕

地質および沿津流の図

◎海底構造地質脚

があげられる甘

なお文献の収集と索引の作成および'文献題目集

の出版についても論議された.

5.技術着の訓練と技術約文書の出版

｡c服の活動のうちで技術者の訓練は成果をあげて

いる項貝の一つであろう.周本政府の技術鶴力計画に

よる沿海探査集団研修螢一スは昭和遂2年以来毎年約.

6ヵ月間実施されCCO更の加盟国から30名以上カミ参加

した珀また他の先進国の研究機関や大学へも加盟

各園から純名かの留学生が送られている.日本での集

団研修コｰスあるいは組の先進国での個別研修に関係し

て今暖海上物理探査のデｰタ処理や解釈の実務的訓

練紀重点を置いてほしいという意見が出されたが加盟

霞の技術者のレベルが肉上してきていることを反映レて

いると考えられる.

エカフエ事務局は沼和47年にユネスコの経費によっ

てCCO汐の活動に関係するセミナｰを開催する許可を

鰐ている由この予算によづてスンダシェルフおよぴ

隣接陵棚地域の飽質および鉱物資源紀関する竜ミナｰを

闘催することが技術婁務局から擬案されたか時期蔵

畢であるという意勅婁強く前記の馴翻こ瀞する要望を

考慮して海上物理擦査ρデｰタ処理と解釈に関する高

級研修を員的としたセ式ナｰを先進譜園の物譲コン祭

ラｰクタｰの出張所が集っているシンガ栄一汐で鰯くこと

か適当であると認められた仙呉俸的改計画については

技術事務局かアメ蓼劣物理嬢鉱技術脇会ζ駆G)終相談

することになっている｡ユ挙スコ熔蜜危如盟園の

技衛者かc艶繋のいくつかのプ減ジ泣クトに実務謙麟

として参如するために必要な旅費を提供した珀

才一スけジァ瑛府は特別顧閥㌶瓦跳姐醜を遜

じて羅暦重鉱物鉱床⑳調査特に選鉱精錬および実験

室での処理に関する訓練コｰスを昭和47年4月から開

始することを明らかにした.

エカフエ事務局は目本で行たわれている沿海探査の

集団研修コｰスがエカフエ地域のみならず中近東ある

いは南米からの研修員も受入れている事実にかんがみ

国際的な訓練センタｰとして国連闘発計画(UN皿浴)の

資金を加えてさらに発展さ世るよう目本政府に考慮

し下ほしいと提案した.CCO汐としてはこの訓練セ

ンタｰが独自の調査用機材をもち研修員が･コｰス終了

後帰国して調査を行恋う際にも援助が与えられることを

期待している.

cco炉の出版活動も近年淫目されているが地質調査

所は今回の会合に間に合うようにむc搬の饗髄紬髪鵯蔓

跳互亙e触策遅巻を編集印刷した血蚊録された饗諭文

の大半がCCORの調査プロ.ジェクトに関する報皆であ

る(2.参照)昔また技術事務層の活動によって得られ

た雑収入によって砕層重鉱物鉱床に関する便鯛触蓬鯛亘

腕胴伽の特別号(第δ巻)が出版された.さらに

本年8月に開催される太平洋学術会議に提出れさた関

係論文や本年遂月に開かれた大睦棚⑳鉱物資源の闘発1二

関する地域間セミナｰの際の関係論文を特別号として

出版することカミ計画されている由

6.その他

cc破の加盟国は先進国である濠本を除いて鐵嚢醐

発酎画に轄別基金(s騨幽蔓跳幽)の懇鍔鍍に射する

の援助を共同して串講した.これは専任の技衡事務

局であるテクニカルビュｰ減一を設立するこをを圭熔

とするものであるが本年はじめに国遵闘癸酎醸よ姿各

国に回答があって各国が要求した規模よ!)か赦姿縮小

した形で昭和47年至月に開かれる管理理事会にかはら

れ承認される見込みであることが通知された｡

今回の会合には国連開発計画本部からアジア糎東局

次長Mr.A.G〃clAが出席した､持別基金による援

動は昭和47年より年半の期間で海洋地質専門家2

名(うち1名はチｰムリｰダｰ)海上物理探査専門家

夏名おもに鉱業法鉱業経済あるいは精錬たどの分野

の短期コンサルタント編集校訂専門家司婁およぴ

製図(地図)技術者各1名実務訓練のための若干の

フユ資一シップたらびに自動車2台を提供することに

放るであろう.

国遵闘発計画としてはcc服が実績をあげていること

にかんがみ極力協カ態勢を固めていきたいが助フ･

笈のような国連機関への漉カのあり方などについて今

後の検討にまつところが大きい旨を強調した.また�



一27一

今回の援助は新たにテクニカノレビュｰは一を設置す

るためのものでなく現在のCCO正の活動に対して支

持を与えるものであり特別基金の援助のためにCC0里

の機構を変更する必要がない旨を表明したことポ注貝さ

れた.

海域における鉱物資源の境界の設定に関する簡題は

｡c艀のようだ技術的た会議では取扱う事項ではたいが

境界の設定状況を知り法的な問題の概要を認識するこ

とは関係技術者にとって必要なことであると考えられ

る､

この意瞭で今回の会合では本年4月トリニタッド

トバゴで開かれた大陸棚⑳鉱物資源の開発に関する地域間

食慈ナｰに提出された3つの論文

◎海の国際法(東北大小開教授の論文)

◎大陸棚の鉱物資源の開発に関する法律的諸問題

◎国連と国家管轄権の範圏外の海底についての論争点'

および東北大小開教授がまとめられた

◎領海および大陸棚上の境界に関する最近の情勢

という文書が配布された.また

◎シャム湾の海上主権に関するクメｰル共和国政府の覚え書

◇ベトナム共和国の探鉱および開発鉱区の認可に関する1971年

蟻屈響員村親鄭

祭ベトナム共和国有沸法(法律011/7⑪号)

◎ベトナム共和国の石油鉱区応札者に対する質問状

○韓国における海上石油鉱区

に関する文書がそれぞれの加盟国から提出された.

7.おわりに

今回のCCORの会合はその調査活動が進行しそれ

に赤じあるいは場合によってはそれに先行して海上の

石油鉱区の設定が行なわれて企業による精密た調査が

実施されるようになった結果長期的な観点からCCOP

の活動を検討ナベき転換期にあたっていた.偶然にも

CCO蛭の第1回会合が開かれたマニラにおいて今回の第

8回会合が開かれたのであるがCCOPの第二の出発に

ふさわしい真剣な議論がかわされた.

この会合のあと7月17目より21目まで同じ会場で

爾太平洋地域の沿海探査調整機構毅立準備会議がオｰスト

ラリア英領ソロモン諸島フィジｰニュｰジｰラン

ドパプァニュｰギニｰトンガおよびニュｰヘブリ

ディスの代表が参集して開催された.この会議では

フィジｰの主張が通ってとりあえず南太平洋地域の

CC破をつくることに狂ったが現存するCCO圧の経

験を学びその機能を利用する必要があることが十分

認識された.

現存するCC艀が新しい弟分の組織を包容して南太

平洋諸国の発展に協力することが期待されまたそのよ

う汰方向に進むように努力する二とが日本あるいはオ

ｰストラリアなどの先進国の任務である.

一方CCO正の調査活動を大陸棚に限定せず隣接す

る深海域におよぶ基礎的な調査研究を推進すべきである

ことが強調された｡このようなプロジェク))実施に

より東アジア大陵周縁部の地質構造をより深く理解し

鉱物資源の賦存に関する新しい予測を可能にする資料が

蓄積され研究が進められることが期待される.しか

し国連の下部機構で経済的た利益の達成を促進するこ

とを目標としているエ施ツエに属する政府間委員会

であるCC艀は大陸棚以遠の海域におけるお調査研

究を推進するに当って深海底資源の開発の経済性と

深海底の平和利用に関する誇決議とに十分留意してこ

のような調査研究が個冷の加盟国の経済的利益に必ず

しも直結したいことを認識すべきである.

今回の会議では加盟各国の地質調査所あるいは鉱物

資源局などの関係機関が技術的レベノレを高め少なくと

も小規模な国別プロジェクトは出来る限り独立で実施し

はじめあるいは実施しようという意欲を見せたこと

が注冒された･関係機関のこのよう恋努力を援助し

健全な発展を促すことがCC0距の基本的た役翻である

と考えられる･東アジアの大陸棚の大半が看演の鉱区

でおおわれCC艀が創立当初の目的をほぼ達成したの

ではたいかと考えられる現在さらにCC艀の活動の

強化が加盟国から強く要望されているゆえんは正に加

盟国の地質調査機関の向上発展がこの時期に当って

さらに強く必要とされていることに他ならないと考えら

れる.したがってまた発展途上国の地質調査機関

が基礎的な調査研究の重要性を十分認識しつつその

国の経済と国民生活の向上のために業務を遂行できるよ

う協力することは加盟国中の先進国の重要た任務であ

る.

この小文ではCCOPの第8回会合で議論された技術

的問題について簡単に紹介した.調査研究の成果につ

いては全く省略したので別の機会に紹介したい.

(錐者は海外地質調査協力室長)

(写真はすべてフィリピン鉱山局が契約したカメラマンが撮

影したものである)�


